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尼
崎
市
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
、
津
波
避

難
ビ
ル
の
追
加
指
定
や
、

地
域
住
民
と
学
校
が
連
携

し
た
地
域
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
主
防
災
会
向
け
の
防
災

力
向
上
講
座
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
力
向
上
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。

西
宮
市
で
は
、
地
域
住

民
の
防
災
対
策
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
を
対
象
と

し
た
参
加
型
訓
練
な
ど
を

実
施
す
る
際
に
、
小
・
中

①
北
九
州
市
の
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
用

具
プ
ラ
ザ
で
は
、
介
護
や

福
祉
の
用
具
に
関
す
る
適

切
な
普
及
啓
発
の
た
め
、

用
具
を
展
示
し
、
介
護
福

祉
士
等
の
専
門
職
が
、
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
し
た
。

②
呉
市
で
は
、
医
療
の
質

を
落
と
さ
ず
に
、
患
者
自

身
の
負
担
を
減
ら
し
、
医

療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
か
え
た
場
合
の

自
己
負
担
分
の
削
減
可
能

額
を
記
載
し
た
通
知
を
発

送
し
て
お
り
ま
し
た
。

③
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、
京
都
市
な

ど
４
市
１
町
で
導
入
さ
れ

て
い
る｢

地
域
共
通
診
察

券｣

は
、
地
域
内
の
対
応

　

堺
市
立
中
央
図
書
館
は
、

利
用
者
層
を
広
げ
る
た
め
、

電
子
書
籍
提
供
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。
24
時

間
３
６
５
日
、
い
つ
で
も

貸
し
出
し
が
で
き
、
問
題

集
の
貸
し
出
し
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

宇
治
市
で
は
、
景
観
行

政
と
屋
外
広
告
物
行
政
の

一
体
性
を
高
め
る
た
め
、

屋
外
広
告
物
条
例
を
施
行

し
、
広
告
物
の
形
や
デ
ザ

イ
ン
を
変
更
し
た
場
合
の

許
可
制
度
を
定
め
ま
し
た
。

地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
指
し
、

　
　
　

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

地
域
共
通
診
察
券
１
枚
で
、

　

ど
こ
で
も
受
診
可
能
な

　
　
　

社
会
の
構
築
に
向
け
て 

利
用
者
層
の
拡
大
に
向
け
た

　
　
　

電
子
書
籍
提
供
サ
ー
ビ
ス
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学
校
の
先
生
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
問
題

点
を
共
有
す
る
啓
発
活
動

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
防
災
計
画
を
見

直
す
際
に
、
職
員
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
形

式
と
す
る
な
ど
、
工
夫
を

し
て
い
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

両
市
の
取
り
組
み
の
中

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

に
よ
る
災
害
情
報
発
信
や
、

避
難
ビ
ル
の
確
保
、
地
域

防
災
計
画
の
重
複
部
分
の

医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
で
も
共
通
の
診
察
券
と

し
て
利
用
で
き
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
何
枚
も
の
診

察
券
を
持
ち
歩
く
必
要
が

な
く
な
る
と
同
時
に
、
薬

手
帳
や
医
療
費

明
細
書
、
検
査

結
果
な
ど
を
自

分
自
身
で
簡
単
・

安
全
に
管
理
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

視
察
に
関
す

る
意
見
や
感
想

は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
①
本

市
の
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
の

ス
ペ
ー
ス
を
利

【
意
見
・
感
想
】

堺
市
の
電
子
書
籍
提
供

サ
ー
ビ
ス
は
、
著
作
権
の

問
題
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

不
足
な
ど
、
効
果
が
す
ぐ

に
期
待
で
き
な
い
も
の
の
、

文
字
の
拡
大
・
音
声
読
み

上
げ
機
能
は
大
変
有
効
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

宇
治
市
の
屋
外
広
告
物

条
例
は
、
市
民
や
事
業
者

に
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
条
例
で
あ
り
、
著

し
く
景
観
を
乱
す
広
告
物

に
つ
い
て
は
規
制
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

健
康
福
祉
委
員
会

福
岡
県
北
九
州
市
／
広
島
県
呉
市
／
京
都
府
京
都
市

▲

５
月
16
日

　

　
堺
市
立
中
央
図
書
館
に
て
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整
理
統
合
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
チ
ェ
ッ
ク
形
式
化
な
ど
、

当
市
で
も
参
考
と
し
た
い

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

▶
５
月
８
日
　
「
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

福
祉
用
具
プ
ラ
ザ)

」(

北
九
州
市)

に
て

総
務
委
員
会

兵
庫
県
尼
崎
市
／
兵
庫
県
西
宮
市

◀
５
月
９
日

　
西
宮
市
役
所
に
て

文
教
・
建
設
委
員
会

大
阪
府
堺
市
／
京
都
府
宇
治
市
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用
し
て
、
介
護
や
福
祉
の

用
具
に
関
す
る
普
及
啓
発

活
動
を
行
っ
て
は
ど
う
か

②
医
療
費
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
使
用
促
進
通
知
の

実
施
を
本
市
に
お
い
て
も

検
討
し
て
は
ど
う
か
③
地

域
共
通
診
察
券
は
、
市
民

福
祉
の
向
上
に
有
益
の
取

り
組
み
で
あ
り
、
調
査
研

究
を
進
め
た
い
。

亀
岡
市
で
は
、
外
傷
予

防
の
観
点
か
ら
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
内
６
つ
の
自
治
会
を
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

多
様
な
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
し
た
。

亀
岡
市
の
取
り
組
み
は
、

地
域
性
を
反
映
さ
せ
た

　
　
　
　

自
転
車
条
例
づ
く
り

▲４月 13 日　京都市役所にて

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
有

効
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
、
京
都
市

自
転
車
安
心
安
全
条
例
が

制
定
さ
れ
て
お
り
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
の
自

転
車
損
害
保
険
加
入
の
努

力
義
務
や
、
商
店
街
で
は
、

必
要
に
応
じ
て
自
転
車
の

押
し
歩
き
を
求
め
る
な
ど
、

観
光
の
ま
ち
・
京
都
を
反

市
民
生
活
委
員
会

京
都
府
亀
岡
市
／
京
都
府
京
都
市

映
し
た
条
例
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

同
様
の
条
例
制
定
を
目

指
す
当
委
員
会
と
し
て
は
、

条
例
の
構
成
や
制
定
過
程

等
が
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

議員の寄附禁止
のルール

議員の寄附禁止
のルール

贈らない！
議員がイベント等で寄附をすること。

求めない！
有権者や町会等各種団体が議員に寄
附を要求すること。

受け取らない！
議員が寄附を持ってきても有権者や
町会等各種団体は受け取らないこと。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、
６
月
４
日

の
本
会
議
冒
頭
に
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。


